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(No.473) 第12話 タバコ代 

－タバコにかけたお金が気にならない... 

 ニコチン依存症になると、毎日必ず何本かのタバコを吸い続けなければな

りません。そのためにはタバコを買い続けなければいけないのですが、タバ

コ代っていくらかかるか知っていますか。  

 現在、１箱２０本入りのタバコの値段は４３０円前後です。仮に毎日１箱

を１年間買い続けると、４３０円×３６５日＝１５万６９５０円になりま

す。１年でこんなにかかるのに、２０年や３０年も喫煙を続ける人は、タバ

コ代に相当なお金が必要になりますよね。その様子を示したのが下のグラフ

です。   

(No.474) 第13話 国家予算 

－タバコ税は国家予算の財源ですが、将来... 

 タバコは健康に有害で、そのせいで年間12万人もの人が亡くなっている事

はすでに紹介しました。でも、そんな危険な商品が、どうして販売されてい

るのでしょうか。  

 日本において、タバコが広く販売され始めたのは約１４０年前、明治維新

を経て近代国家として歩み始めた頃でした。その頃、日本の大きな課題は軍

事予算が大きかった国家の財源確保だったのですが、その解決策のひとつが

タバコからの税徴収だったという訳です。１８７６年に「煙草税制」が始ま

り、約３０年後の１９０４年「煙草専売法」という法律のもとで大蔵省（現

在の財務省）が全てを管理することになりました。この法律は１９８４年ま

で維持されたので８０年もの間、国が直接タバコを生産販売していた事にな

ります。 

 右は１９５７年（昭和３２年）、第二次世界大戦後、大蔵省から業務を引

き継いだ国営企業だった日本専売公社が作成した宣伝ポスターです。「今日

も元気だ。たばこがうまい！」という現代では、想像できないキャッチコ

ピーです。   

 (No.475) 第104 タバコの税収と損失 

－タバコは税収は1兆円、対してその損失額は6兆円... 

 前回、タバコの値段には税金が多く含まれている事を紹介しましたが、今

回はその総額がどれくらいになっているのか紹介しましょう。  

下のグラフにあるように国税５７兆８４９２億円の１.８％にあたる１兆６

０８億円もあります。１兆円を超える税収があるのですから、タバコ税の存

在は小さくないのです。  

 ところが一方、右の表を見てください。  

 喫煙は人々の健康を害し病気の原因になります。すると、その治療のため

の医療費や仕事を休むことによる労働力の損失などが発生します。また、タ

バコが原因の火災や、勤務中の喫煙時間分の労働力の損失なども合わせると

「喫煙による経済的損失」の総額は、なんと６兆円を超えると推計されてい

るのです。  

URL:http://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_index.html 
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